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た要因を分析し、4 つの課題を指摘した。第 1 に、同市政府が違反改造の取り締まりについて
明確な目標を設置していないこと、第 2 に、法執行大隊の職員が十分な訓練を受けていないこ






することの 3 点について提言した。 
 























Focused on the appearance conservation of historical buildings in Gulangyu, Xiamen 
(Amoy), China, this research studies the case of the law enforcement conducted by the 
grass-roots civil servants. According to the street-level bureaucracy theory, this research 
also analyses the problems of the obstacles which the grass-roots civil servants have 
encountered during law enforcement.   
Through case study, the researcher found out that in the appearance conservation of 
historical buildings, the related departments mainly depends on law enforcement. However, 
due to the discretion, the law enforcement may not always be complied. According to the 
street-level bureaucracy theory, four factors may affect the discretion. Firstly, the 
municipal government didn’t set a clear goal. Secondly, the employees of the law 
enforcement department didn’t receive sufficient training. Thirdly, banning of 
extra-budgetary income of the law enforcement department is needed. Fourthly, the law 
enforcement department has a tendency of passing the buck to the citizens.  
The recommendations for the law enforcement department involve four related reforms 
including performance evaluation, staff training, budget management and administrative 
supervision. The recommendations for the law enforcement system contains three 
measures involving introduction of adjustment mechanism among the stakeholders, ensure 
mechanism of the resources and linkage mechanism of the consulting departments. 
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第 1 章 序論                         











































                                                   
1  文物保護法第 8 条により、国の指定文化財は各級政府の文 
物局が管理する。歴史的建造物の場合では、一般に市政府 
の都市計画局が管理する。 
2  文化財保護法第 143 条第 1 項 
3  文化財保護法執行令第 4 条第 2 項 

















































                                                   
5  全国人民代表大会・中国法律法規情報サイトを参照した。 
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6  新村出編（1998）『広辞苑第 5 版』岩波書店 
7  中国地方各級人民代表大会及び地方各級人民政府組織法 
第 55 条 
静岡文化芸術大学大学院 
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第 2 章 保全政策をめぐる国際的潮流と中国の動
向  
 
本章は第 1 節で国際的潮流、第 2 節で日本の取り組













                                                   




第 1 節 国際的潮流 
ここでは、歴史的建造物を含む文化財の保全に関し
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本勧告では 1968 年 10 月からパリで開催された


















本勧告は 1972 年 10 月からパリで開催された




































⑤ 歴史的都市街区保存憲章（1987 年） 





























































































                                                   
9  国土交通省ホームページ・古都における歴史的風土の保存 




























































































































































                                                   
13  歴史文化名城名鎮名村保護条例第 39、第 42－第 44 条 
14  人民網ホームページ・中国 2012 年各地可処分個人所得の 
ページを参照した。 
15  文物保護法第 7 条 
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第 2 節 保全政策の歴史的変遷と執行体制の役割 
歴史的建造物の保全について、2000 年以降、厦門市








化したのは 2000 年である。同年 4 月、同市のコロンス
島歴史風貌建築保護条例が発効した。以後、コロンス
区政府が保護建築の外観保全を行った。この時期を筆
者は第 1 期と名づけた。しかし 2003 年 10 月、コロン
ス区が同市の思明区と合併され、風景区管理委員会、
歴史風貌建築保護委員会弁公室と法執行大隊が執行体
制を構成することになった。この体制は 2013 年 12 月
まで続くので、筆者は第 2 期としている。残念ながら、
コロンス区政府の規制活動に関するデータが入手でき





制の組織図は図 2 を参照） 




























                                                   
17  厦門市風景名勝資源管理条例第 5 条 
18  歴史風貌建築保護委員会弁公室主任による聞き取り調査 
（2014 年 3 月 6 日） 
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以上 3 者の紹介から、3 点が浮かび上がってくる。第






















                                                   
19  風景区管理委員会文化遺産申請弁公室副主任による聞き 
取り調査（2014 年 3 月 6 日） 
































詳細は表 2 を参照） 
 










                                                   
21  厦門市コロンス島歴史風貌建築保護条例第 19－第 29 条  
22  厦門経済特区歴史風貌建築保護条例第 12 条、第 15 条、 
第 39 条 
23  厦門経済特区歴史風貌建築保護条例第42条第2－第9項、 
第 43 条、第 44 条 
24  厦門経済特区歴史風貌建築保護条例第 14 条 
25  厦門経済特区歴史風貌建築保護条例第 42 条第 1 項 
26  厦門市風景名勝資源管理条例第 26 条 
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き、2013 年 2 月 4 日―5 日と 2 月 14 日―16 日に、318
棟に対する観察調査を行った。残り 33 棟は見つからな





























る宿泊施設の数は、2008 年 8 棟、2009 年 33 棟、2010
年 90 棟、2012 年 130 棟のように極めて増加傾向にあ
る27。この数字には保護建築を活用したものも含まれて
いる。したがって、保護建築における違反改造も宿泊













すれば、2008 年から 2013 年の間、違反改造や広告看
板に対する取り締まりが重点的に行われていたはずで
ある。取り締まり活動の執行状況を調査するため、筆
















反改造の取り締まり活動記録は表 5 を参照） 
違反改造の取り締まり活動記録から、4 つのことが浮
かび上がった。第 1 に、違反建築行為の取り締まりが
2006 年、2008 年と 2012 年に 3 回しかなかった。第 2
に、違法建築の取り締まりが 2006 年と 2012 年に 2 回














                                                   
28  風景区管理委員会（2004－2012）『政府工作報告』 
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第 4 章 取り締まりにおける 3つの阻害要因   






































































（財政移転の使い道の詳しい内容は表 7 を参照） 
法執行大隊に関する業績評価の内容を解明するため、









                                                   

















































ばならない。調査は 3 種類の文献資料を用いた。1 つに
は、厦門市の新聞記事が 2004 年から 2013 年までに掲
載した法執行大隊の取り締まり活動に関する報道、2 つ









                                                   
32  風景区管理委員会文化遺産申請弁公室担当による聞き取 



































2010 年 40％、2011 年 33％、2012 年 11％、2013 年
21％である。2012 年と 2013 年の場合では、財政移転
が急激に増加されたので、自主財源の割合が小さくな
った40。しかし、自主財源は歴年の金額は、2010 年 3544
                                                   
33  厦門市都市管理における行政処罰権限を相対的に集中す 
る規定第 27 条 
34  厦門市都市管理行政法執行協管員管理暫定弁法第 9 条 
35  前掲管理暫定弁法第 13 条 
36  『海峡導報』2013 年 5 月 30 日付記事「コロンス島での 
取り締まりは噛ませ犬だけを相手に」 
37  風景区管理委員会（2010－2013）『財政報告』 
38  政府の非税金収入の管理強化に関する財政部の通知
（2004） 
39  厦門市予算外資金管理弁法（1997）第 13 条 





斉 全 QUAN  QI 
16 
 





































































さらに、厦門市の地元紙『厦門日報』2013 年 3 月 23

























                                                   
41  『厦門日報』2013 年 3 月 23 日付記事「法執行大隊職員 
は露店商人に殴られて重傷を負った」 
42  厦門市都市管理における行政処罰権限を相対的に集中す 
る規定第 9 条 
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図表 
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表 1 国際文書における執行体制に関する内容 
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表 2 厦門市コロンス島の保全条例に規定された違反行為と罰則 









費用の 1－3 倍の罰金を課する 
無許可で建物を取り壊すこと 
指定期限以内に是正することを命じ、建設 
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表 3 保護建築の利用状況 
（現地調査により筆者作成） 
 
表 4 商業施設における違反改造件数 
 商用転用 商住併用 
合計（棟） 14 17 
内訳（件） 外壁 塀 屋根 庭 外壁 塀 屋根 庭 
色 4    3    
広告・看板 14 11 11  13 6 10  
増改築  8  11    4 
（現地調査により筆者作成） 
 
表 5 違反改造の取り締まり活動記録 
内    








2004    
2005    
2006 ○ ○  
2007    
2008 ○   
利用状況 商業施設 
商住併用 住宅 空き家 公共施設 工事 
内訳 
宿泊 レストラン オフィス 
67 17 4 
合計 
（棟） 
88 21 150 15 33 11 
割合 28% 7% 47% 5% 10% 3％ 
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2009    
2010    
2011   ○ 
2012 ○ ○  
（○＝取り締まりが实施された内容）（風景区管理委員会『年政府工作報告』により筆者作成） 
 
表 6 他の違反行為の取り締まり活動記録 



















2004 ○ ○ ○ ○    ○ 
2005 ○ ○ ○      
2006 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 
2007 ○ ○ ○ ○ ○   ○ 
2008 ○ ○ ○ ○ ○    
2009 ○ ○  ○ ○ ○   
2010 ○ ○  ○     
2011 ○ ○ ○  ○    
2012 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
（○＝取り締まりが实施された内容）（風景区管理委員会『年政府工作報告』により筆者作成） 
 







































表 8 2010 年風景区管理委員会の財政報告表 
収入 支出 
項目 2010 年決算 項目 2010 年決算 
1、財政移転 5,324.94 1、一般公共サービス 1.51 
       2、外交   
2、上級補助金収入   3、国防   
3、事業収入 23.20 4、公共安全   
4、事業単位経営収入 20.75 5、教育   
5、付属単位上納金   6、科学技術 456.08 
6、その他 3,544.77 7、文化・体育・放送 208.97 
    8、社会保障 318.69 
    9、医療 76.27 
    10、環境保護   
    11、コミュニティ事務 100.00 
    12、農林水事務   
    13、交通運輸 76.69 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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    14、資源探査   
    15、商業サービス業等事務 5,180.59 
    16、金融監督等事務   
    17、災害復興支出   
    18、国土資源等事務   
    19、住房保障支出 354.68 
    20、準備穀物管理事務   
    21、国債関連事務   
    22、その他   
収入合計 8,913.66 支出合計 6,773.48 
（単位：万元）（風景区管理委員会『財政報告』による） 
 
表 9 2010 年－2013 年風景区管理委員会の予算収入                 
時間 自主財源 財政移転 総収入 自主財源の割合 
2010 3,544.77 5,324.94 8,913.66 40％ 
2011 3,245.80 6,642.94 9,933.38 33％ 
2012 2,671.16 24,071.61 26,979.26 11％ 
2013 5,406.18 20,323.50 25,759.40 21％ 
（単位：万元）（風景区管理委員会『財政報告』により筆者作成） 
 
表 10 保護建築に対する現地調査の結果 
























一般保護 商業 宿泊       
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一般保護 住宅         
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  塀・屋根 庭 
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重点保護 工事中         
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一般保護 商業 宿泊       
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一般保護 住宅         
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  塀・外壁   
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一般保護 商業 宿泊       
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一般保護 住宅         
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一般保護 空き家         
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一般保護 住宅         
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一般保護 未発見         
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一般保護 住宅         
静岡文化芸術大学大学院 
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一般保護 住宅         
静岡文化芸術大学大学院 
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一般保護 工事中         
249 鼓山路 一般保護 住宅         
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一般保護 住宅         
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一般保護 住宅         




















































一般保護 未発見         
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一般保護 商業 宿泊       
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一般保護 住宅         
静岡文化芸術大学大学院 
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重点保護 工事中         
351 虎巷 13号 一般保護 商業 宿泊       
（現地調査により筆者作成） 
 
 
